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岡 本綺堂 



いて、 すぐに 本文の 紹介に 取り かかりましょう」 

首の 飛ぶ 女 

しん らくとう みん 

秦の 時代に、 南方に 落 頭 民と いう 人種が あった。 そ 

の 頭が よく 飛ぶ ので ある。 その 人種の 集落に 祭りが 

あって、 それ を 虫 落とい う。 その 虫 落に ちなん で、 落 

頭 民と 呼ばれる ようにな つたので ある。 

S ハ の将、 朱桓 という 将軍が ひとりの 下婢 を 置いた が、 

その 女 は 夜中に 睡 ると 首がぬ け 出して、 あるいは 

いぬく ぐリ 

狗竇 から、 あるいは 窓から 出て ゆく。 その 飛ぶ とき 



かった。 それでも 甚だ 気味が 悪い ので、 主人の 将軍 も 

ひま 

捨て置かれず、 ついに 暇 を 出す ことにな つたが、 だん 

だん 聞いて みると、 それ は 一種の 天性で 別に 怪しい 者 

ではない のであった。 

お-つおう 

このほか にも、 南方へ 出征の 大将た ち は、 往々 こう 

いう 不思議の 女に 出逢った 経験が あるそう で、 ある 人 

は 試みに 銅盤 を その 胴体に かぶせて 置いた ところ、 首 

は いつまでも 戻る ことが 出来ないで、 その 女 は 遂に 死 

ん だとい う。 

※ 〔# 「けものへん + 矍」、 23 と 猿 



蜀の 西南の 山中に は 一種の 妖 物が 棲んで いて、 そ 

の 形 は 猿 に似てい る。 身の たけ は 七 尺ぐ らいで、 人の 

如くに 歩み、 且つ 善く 走る。 土地の 者 は それ を假 国と 

いい、 又は 馬 化と いい、 あるいは※ 猿 〔# 「けものへん 

+ 矍」、 23-7〕 とも 呼んで いる。 

かれら は 山林の 茂みに 潜んで いて、 往来の 婦女 を 奪 

うので ある。 美女 は 殊に 目指される。 それ を 防ぐ ため 

に、 ここらの 人た ちが 山中 を 行く 時には、 長い 一条の 

緦 をたず さえて、 互いに その 緦を つかんで 行く ので あ 

るが、 それでも いつの 間に か、 その 一人 または 二人 を 



姓 を 呼ばれて いる 者 は、 大抵 その 妖 物の 子孫で あると 

伝えられ ている。 

琵琶 鬼 

ご せきう こうしょう ようた く よちよう 

M の 赤 烏 三年、 句 章の 農夫 楊 度と いう 者が 余姚と 

いうと ころまで 出て ゆく と、 途中で 日が 暮れた。 

ひとりの 少年が 琵琶 を かかえて 来て、 楊の 車に 一緒 

に 載せて くれと いうので、 承知して 同乗させる と、 少 

年 は 車中で 琵琶 数十 曲 を ひいて 聞かせた。 楊 はいい 心 

持で 聴いて いると、 曲 終る や、 かの 少年 は 忽ち 鬼の よ 



うな 顔色に 変じて、 眼 を瞋ら せ、 舌 を 吐いて、 楊 をお 

どして 立ち去った。 

ちょ-つ 

それから 更に 二十 里 (六 丁 一 里。 日本 は 三十 六 丁 

で 一 里) ほど 行く と、 今度 は ひとりの 老人が あらわれ 

て、 楊の 車に 載せて くれと 言った。 前に 少しく 懲りて 

あわ 

はいるが、 その 老いた るを憫 れんで、 楊 は 再び 載せて 

おうか い 

やる と、 老人 は王戒 という 者で あると みずから 名乗つ 

た。 楊 は 途中で 話した。 

「さっき 飛んだ 目に 逢いました」 

「どうしました」 

「鬼が わたしの 車に 乗り込んで 琵琶 を 弾きました。 鬼 



の 琵琶と いう もの を 初めて 聴き ましたが、 ひどく 哀し 

いもので すよ」 

「わたし も 琵琶 をよ く 弾きます」 

言う かと 思う と、 かの 老人 は 前の 少年と おなじよう 

な 顔 をして 見せた ので、 楊 は あっと 叫んで 気 をう し 

なった。 

とか い 

兎怪 

これ も 前の 琵琶 鬼と やや 同じような 話で ある。 

ギ J こうしょ とん. 5 ゆう 

魏の黄 初年 中に 或る人が 馬に 乗って 頓邱 のさ かい 



ちんち ゆ-つきよ リ つ-しん こうしん 

陳仲 挙が まだ 立身し ない 時に、 黄 申と いう 人の 家 

に 止宿して いた。 そのうちに、 黄 家の 妻が 出産した。 

出産の 当時、 この 家の 門 を 叩く 者が あつたが、 家内 

の 者 は 混雑に まぎれて 知らなかった。 暫くして 家の 

奥から 答える 者が あった。 

「客 座敷に は 人が いるから、 はいる こと は 出来ない ぞ」 

門外の 者 は 答えた。 

「それで は 裏門へ まわって 行こう」 

それぎ りで 問答の 声 はやんだ。 それから また 暫くし 

て、 内の 者 も 裏門へ まわって 帰って来 たらしく、 他の 



に 打 たれた というの である。 それ を 聞いて、 陳は 嘆息 

ひ， 1. こ。 

「これが まったく 宿命と いうので あろう」 

亀の 眼 

そう なぎ 

むかし 巣の 江 水が ある 日に わかに 漲った が、 ただ 

一日で 又もとの 通りに なった。 そのと きに、 重量 一万 

きん 

斤と もお ぼしき 大 魚が 港口に 打ち 揚げられて、 三日の 

後に 死んだ ので、 土地の 者 は 皆 それ を 割いて 食った。 

そのな かで、 唯 ひとりの 老女 は その 魚 を 食わな かつ 



を 打ち明けた。 少年 はいた ずら 者で、 そんなら 一番 あ 

の 婆さん をお どかして やろうと 思って、 そっと かの 亀 

の 眼に 朱 を 塗って 置いた。 

老女 は 亀の 眼の 赤くな つてい るのに 驚いて、 早々 に 

この 城内 を 逃げ出す と、 青^^の童子が途中に待っ てい 

て、 われ は 龍の 子で あると いって、 老女 を 山の 高い 所 

へ 連れて行った。 

みずうみ 

それと 同時に、 城 は 突然に 陥没して 一面の 湖と 

なった。 

もう 一 つ、 それと 同じ 話が ある。 秦の 始皇の 時、 

ち よ うす い 

長 水 県に 一 種の 童謡が はやった。 



■> J うじょう 

「しかし 文 公が いつまでも 強情に やって いたら、 仕 

舞いに はどうす る」 

「どうす る もの か。 根 くらべ だ」 

「そう 言つ て も、 もし 相手の 方で 三百 人の 人間 を 散ら 

し 髪に して、 赭ぃ 着物 をき せて、 朱い 糸で この 樹を卷 

かせて、 斧 を 入れた 切り口へ 灰 を かけさせたら、 お前 

はどうす る」 

樹の 中で は 黙って しまった。 

樹の 下に 寝て いた 男 は その 問答 を 聞きす まして、 明 

くる 日 それ を 申し立て たので、 文 公 は 試みに その 通り 

にやって みる ことにした。 三百 人の 士卒が 赭ぃ 着物 を 



夕暮れに、 彼 はいつ ものよう に 坡を見 まわって いると、 

ひとりの 女が 上下と もに 青い 物 を 着けて、 青い 饊 をい 

ただいて、 あとから 追って 来た。 

「もし、 もし、 待って ください」 

呼ばれて、 丁 初 はいつ たん 立ち どまった が、 また 考 

える と、 今頃 この さびしい 所 を 女 ひとりで うろ 付いて 

いる 害がない。 おそらく 妖怪で あろうと 思った ので、 

そのまま 足早に あるき 出す と、 女 もい よいよ 足早に 

追って 来た。 丁 はます ます 気味が 悪くな つて、 一生 懸 

命に 艇け 出す と、 女 も つづいて a け 出した が、 丁の 逃 

あきら 

げ 足が 早い ので、 しょせん 追い付 かないと 諦めたら 



の 父 は将楽 県の 県令に 挙げられ、 母 や 姉た ちに も 褒美 

を 賜わった。 その 以来、 この 地方に 妖 蛇の 患い は 絶え 

てんまつ 

て、 少女が 蛇 退治の 顛末 を 伝えた 歌謡 だけが 今 も 残つ 

ている。 

鹿の 足 

ちん しゃこん や よしよう 

陳 郡の 謝餛は 病い によって 官を罷 めて、 予 章に 引き 

籠って いたが、 あるとき 旅行して 空き家に 一泊した。 

この 家に は 妖怪が あつ て、 しばしば 人 を 殺す と 伝えら 

れ ていたが、 彼 は 平気で 眠って いると、 夜の 四更 (午 



前 一時 I 三時) とお ぼしき 頃に、 黄 衣の 人が 現われて 

外から 呼んだ。 

「幼 輿、 戸 を あけろ」 

幼 輿と いうの は 彼の 字で ある。 こいつ 化け物 だと 

思った が、 彼 は 恐れずに 答えた。 

「戸 を あける の は 面倒 だ。 用が あるなら 窓から 手 を 出 

せ」 

言う かと 思う と、 外の 人 は 窓から 長い 腕 を 突っ込ん 

だので、 彼 は 直ぐに その 腕 を 引つ 握んで、 力任せにぐ 

いぐい 引き摺り込もう とした。 外で は 引き込まれまい 

とする。 引きつ 引かれつ する うちに、 その 腕 は 脱け て 



の 姿に 化けて 行った に 相違ない から、 今度 来たらば 斬 

リ 殺せと 言い付け たので、 兄弟 も そのつ もりで 刃物 を 

用意して 行った。 

こうして 息子ら を 出して やった ものの、 父 もなん だ 

か 不安で あるので、 やがて 後から 様子 を 見と どけに 出 

て ゆく と、 兄弟 は その 姿 を 見て 刃物 を 把り 直した。 

「化け物め、 また 来た か」 

父 は 言い訳 をす る 間 もな しに 斬り 殺されて しまった _ 

兄弟 は その 正体 を 見極め もせずに、 そこらの 土の なか 

に 埋めて 帰る と、 家に は 父が かれらの 帰る の を 待って 

レ 



に 虫 はだん だんに 生長して 犬よりも 大きくな つた。 

刑の 執行が いよいよ 明日に 迫った 前夜で ある。 

大きい 虫 は 獄屋の 壁の すそ を 掘って、 人間が 這い 出 

る ほどの 穴 を こしらえて くれた。 彼 は そこから 抜け出 

して、 一旦の 命 を 生きの びて、 しばらく 潜伏して いる 

うちに、 測らず も 大赦に 逢って 青天白日の 身と なった _ 

その 以来、 その 家で は 代々 その 虫の 祭祀 を 続けて い 

るので ある。 

父母の 霊 



しん かいてい えいか かんおん 

普の 懐 帝の 永嘉 年中に、 韓媼 という 老女が 野な かで 

お お 

巨き い 卵 をみ つけた。 拾って 帰って 育てる と、 やがて 

あざな けつじ 

男の児が 生まれて、 その 字 を※ 児 〔# 「てへ ん+ 厥」、 

47-12〕 といった。 

※ 〔# 「て へん + 厥」、 47-13U 児が 四 歳のと き、 劉 淵 

へ いよう 

が 平 陽の 城 を 築いた が、 どうしても 出来ない。 そこで、 

賞 を かけて 築城 術の 達者 を 募る と、 ※ 〔# 「てへ ん+ 厥」、 

47-14U 児 は その 募集に 応じた。 彼 は 変じて 蛇と なって、 

韓媼に 灰 を 用意し ろと 教えた。 



「わたしの 這って 行く あとに 灰 をまい て 来れば、 自然 

に 城の 網 張りが 出来る」 

韓媼は そのいう 通りに した。 劉 淵 は 怪しんで※ 〔# 

「てへ ん+ 厥」、 47-17〕 児 を 捉えよう とすると、 蛇 は 山の 

穴に 隠れた。 しかも その 尾の 端が 五、 六寸 ばかり あら 

われて いたので、 追っ手 は 剣 をぬ いて 尾 を 斬る と、 そ 

こから 忽ちに 泉が 涌き 出して 池と なった。 金 龍 池の 名 

はこれ から 起った ので ある。 

はっちょう いじ 

発 塚異事 



さんごく ご そん きゆう じゅしょう こうりょう 

三国の 呉の 孫 休のと きに、 一人の 戍将が 広 陵 を 

守って いたが、 城の 修繕 をす るた めに 付近の 古い 塚 を 

掘り かえして 石の 板 を あつめた。 見あたり 次第にた く 

. 1 つ. 

さんの 塚 をぶ ち 壊して いるう ちに、 一 つの 大きい 塚 を 

あば 

発く ことにな つた。 

いくちよう かく とびら 

塚のう ちに は 幾重の 閣 があって、 その 扉 はみ な 回 

転して 開閉 自在に 作られて いた。 四方に は 車道が 通じ 

ていて、 その 高さ は 騎馬の 人 も 往来が 出来る ほどで あ 

しゃく ど-つじん 

る。 ほかに 高さ 五 尺 ほどの 銅 人が 数十 も 立って いて、 

いずれも 朱 衣、 大冠、 剣 を 執って 整列し、 そのうし ろ 

の 石 壁に は 殿中 将軍と か、 侍郎常 侍と か 彫刻して ある。 



こうせんおう らんしよ 

漢の広 川 王 も 墓 あらし を 好んだ。 あるとき 欒 書の 塚 

を あばく と、 棺も 祭具 もみな 朽ち 破れて、 何物 も 余さ 

れ ていなかった が、 ただ 一匹の 白い 狐が 棲んで いて、 

人 を 見て おどろき 走った ので、 王の 左右に ある 者が 追 

いかけた が、 わずかに 戟を もって その 左足 を 傷つけ た 

だけで、 遂に その 姿 を 見失った。 

その 夜、 王の 枕 もとに、 鬚 も 眉 もこと ごとく 白い 一 

じょ-つ ふ 

個の 丈夫が あらわれて、 お前 は なぜ おれの 左の 足 を 傷 

つけた かと 責めた 上に、 持った る 杖 を あげて 王の 左足 

を 撃った かと 思う と、 夢 は 醒めた。 

あくそう 

王 は 撃 たれた 足に 痛み を おぼえて 一 種の 悪瘡を 生じ、 
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